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研究成果の概要（和文）： 

よく「映画を見ると元気になる」と言われるが、実際にその変化を量的に確認するための実
証的実験を行った。高齢者 39 名の被験者に対して、脳波や唾液などのデータを測定した。脳
波については、男女のよる差異がみられ、また特定のシーンによって大きく変化することが分
かった。唾液内物質の量の変化などのストレス分析からは、「快」とする結果が明らかになった。
この実験を端緒として、さらに多くのデータ収集と様々な要因分析の必要性が明確となった。 

 

研究成果の概要（英文）： 
Anecdotal evidence from a wide variety of sources suggests that the viewing of dramatic 

movies at the cinema can have beneficial effects on elderly people's mental condition.  
According to numerous sources, older people have reported feeling better -whether 
exhilarated or emotionally satisfied- after watching a dramatic film.  The present 
case-study seeks to provide quantitative confirmation or otherwise of this phenomenon 
of brain activation and stimulation. 

We checked the brain wave readings (EEG) and composition of chemical substances in 
saliva among thirty nine elderly people during the viewing of a dramatic movie at a cinema. 
In regard to the results of the EEG readings, a differentiation in response was noticed 
according the gender of the viewer.   The data measuring chemical substances in saliva 
as biomarker of stress analyses showed 'a feeling of well-being' during the watching of 
the movie.  The results gathered here tended to indicate that indeed the watching of a 
dramatic movie, especially as part of a group experience, produced a quantifiably positive 
effect on the brain of each elderly viewer.  Further study, however, is deemed necessary 
for the purpose of corroborating the data acquired in this limited case-study. 
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１．研究開始当初の背景 

 映画が人間にどのような影響を与えるの
かというテーマに関する研究は日本ではこ

れまでほとんど行われていない。一方、「寝
たきり老人」に出張して映画を見せている映
画監督の活動や、沖縄にある最新老人介護施
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設では映画上映スペースを設置しているこ
となどの事例があり、とりわけ高齢者にとっ
ての映画鑑賞がどういう意義を持つのかに
ついては研究する意義があると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 高齢化の進む日本社会にあって、高齢者が
元気に生活していくために、映画鑑賞が有用
である可能性がある。本研究ではその効果に
関する萌芽的な研究として、映画鑑賞が被験
者の脳や自律神経系にどのような影響をも
たらすかを、脳波および唾液成分の生理的指
標の変化によって測定し、分析をおこなった。
あわせて心理・行動についても聞き取り等で
把握し、総合して映画鑑賞の高齢者の脳活性
化の効果について検討した。 
 
３．研究の方法 
 借り上げた映画劇場において被験者に映
画を見せ、生理的指標の測定、質問紙、聞き
取りによって、映画鑑賞の効果を測定した。 
 被験者は 66～77 歳の 39名、うち脳波測定
は 10 名を対象とした。実験は 9 月 16 日 10
名、2 月 21 日 14 名、22 日 15 名の 3 日間に
分けて、甲府市内映画館で午前中実施した。
映画は、被験者に事前アンケートを行い、見
たい要望の多かった「青い山脈」（昭和 38年
日活，西河克己監督）を用いた。 
 生理的指標としては、脳波、唾液中ヒトク
ロモグラニン A（ストレス指標）、唾液中α－
アミラーゼ（ストレス指標）を測定した。 
 心理的指標として、不安の程度について
「新版 STAI-JYZ」を用いて測定した。この質
問紙は 40 頄目の質問で構成され、個人の情
緒状態としてのその時の不安である「状態不
安」と、個々のパーソナリティ特性としての
不安である「特性不安」が点数化されるよう
になっている。 

 その他に、実験後の心理や行動に関して、
実験終了の 1週間程度後に事後アンケートを 
聞き取りによって把握した。 
 
４．研究成果 
(1) 脳波検査の分析（前澤眞理子） 
①脳波検査を行った 10 名全員で、10－20 シ
ステムの表面電極装着（Fp1-A1、Fp2-A2、
C3-A1、C4-A2、O1-A1、O2-A2、F7-A1、F8-A2、
T3-A1、T4-A2）により行うことができた。
Nihon koden の Neuroporter view にて、
Windows XP の PC にとりこみ再生して、評価
した。左右差のある方はおらず、睡眠記録は
なかった。 
②脳波記録の artifact について。映画を鑑
賞しながらの記録であるため、前頭極や前側
頭部の記録は目の動きにより、artifact が混
入するために、その部分の約３／４は、詳細
な評価は困難であった。また、さらなる体動

や筋電図の混入により、全体にわたっての評
価がかなり困難な方が、２名(男性)いた。電
極を装着するにあたり、リラックスして後頭
部を椅子につけても良いことをあらかじめ
お知らせすることが、今後の改善点と考える。
上映中に頭部を椅子から離した状態で鑑賞
されている方がいることに気付いたが、特に
鑑賞姿勢について、注意を与えることは行わ
なかった。しかし、筋電図の混入のきつい方
であっても、上映開始後の 30 分後のラグビ
ー場のシーン、40分後の花火のシーンでリラ
ックスした脳波記録が得られた。 
 女性は男性よりも、筋電図の混入が穏やか
で、概して評価がしやすかった。 
③心地よいときに出現するα波 リラックス
したときに発現するα波は、予告編の脳波記
録では、ほとんど認められず、本編の上映が
すすむにつれ、多数回出現することが認めら
れ、映画を心から楽しんでいる様子がうかが
われた。 
 女性と男性では、シーンにより、反応する
箇所がやや異なった。女性では、女子学生が
仲直りのシーンやラストのプロポーズのシ
ーンで目の動きがとまり、α波が出現し全般
にきれいな記録が得られた方がいた。男性で
は、寮歌のシーンや、田代みどりさんが背負
われるシーンでリラックスしたα波が記録
された。男女ともに、役員会での問題が解決
して、スカッとした気持ちになったと考えら
れる時点で、中心部と頭頂部にしか出現をみ
ていなかったα波がきれいに、他の部位にも
波及して、全般性に認められる傾向があった。 
④脳波の検討により、どのような映像のシー
ンが、高齢の鑑賞者をリラックスさせるか、
個人差はあるものの一端が明らかになった
と考える。 
 
(2) 「交感神経系と心理状態」の全体を振り
返っての考察（坂本玲子） 
①高齢者における「映画鑑賞」と交感神経
系・心理状態との関連 
 今回の実験では、半数以上の被験者で、交
感神経系のマーカーであるアミラーゼか CgA
の動きに、同じパターンのあったことがわか
った。すなわち、映画鑑賞中に映画鑑賞前よ
り上昇し、映画鑑賞中より映画鑑賞後の方が
下降した。交感神経系は「不快」刺激をスト
レスとして上昇し、「快」刺激によって低下
するとされている。すなわち、これらの被験
者は、映画の「起承転結」の「転」に向かう
部分ではらはらし（不快刺激）、「結」の部分
で活気と快感（快刺激）を体験した可能性が
あった。このことを裏付けるように、アンケ
ートでも「転」と最後の「結」のシーンが「印
象に残ったシーン」として被験者に選ばれて
いた。そして STAI でも、ほとんどの被験者
の「状態不安」が、映画鑑賞の後に低下し、



 

 

交感神経系の低下の動きと一致したもので
あった。さらに「特性不安」の高い被験者で
は、映画後の「状態不安」の低下が大きく、
映画鑑賞の効用の可能性が見受けられた。 
加齢と自律神経系の関係では、加齢性の変化
に副交感神経系活動の減弱が関わっている
と報告されている。また、筋交感神経活動は
年齢とともに上がっていき血圧上昇の原因
となっている。その他の心機能の反応性減弱
にも、交感神経の反応性の低下が関与してい
ると言われている。すなわち、高齢者ではい
ったん交感神経活動が高まるとそのままと
なって、副交感神経系の活動を妨げやすい。 
こうした高齢者の傾向を踏まえて実験を振
り返ると、アンケート結果に感想として書か
れていた、「懐かしく」「青春の頃を思い出す」
「名画」が、高齢被験者の交感神経系の動き
に、柔軟な反応をもたらした可能性も推測さ
れる。 
 しかしこれらの変化は、この実験に参加し
た高齢被験者の積極性や健康度の高さによ
る効果が大きかった可能性もある。検証する
ためには、今回の映画を「懐かしいとは思わ
ない」高齢被験者を対象としてデータをとる、
若い世代の被験者を対象とするなども必要
になろう。また、普段の生活の中での交感神
経系の動きを記録しておき、個人別に比較す
る必要もあろう。安心するような快刺激を与
えたときの変化の仕方も比較データとして
有効であろう。また、同じ映画でも、映画館
という場所でなく自宅で鑑賞した場合も、検
討したい。なぜなら、「映画館」という特殊
な場所の雰囲気が、被験者個人に影響を与え
ている可能性があるからである。現在の高齢
者世代にとって「映画館」は青春の日の特別
な場所であったはずで、世代の共同意識とも
絡んでくる。現在の若者世代とは意味合いが
違うだろう。また、被験者に付き添ってデー
タをとる検査者は初対面の若い学生であり、
そうした交流自体が及ぼす可能性も少なか
らずあろう。比較のためには、被験者にとっ
て影響を及ぼしにくい検査者を設定してい
く必要がある。 
 すなわち、今回の実験によって、「映画が
与える高齢者への影響」を検証するためには
どういう因子を実験計画の中に組み込んで
いかねばならないかが明らかになった。 
 
②現在の高齢者世代にとって映画鑑賞の持
つ意味をめぐって 
 今回の実験では「懐かしい映画」という言
葉が 1つのキ―であった。高齢の被験者たち
は映画を見ることで昔を思い出し、家族や友
人と昔話に花が咲いたり、個人の体験が想起
されたりした様であった。こうした事象は高
齢者に対して意図的に行われる「回想法」の
効果と、似た面がある。高齢者の回想は、死

が近づいてくることにより自然におこる心
理的過程であり過去の課題を再度とらえ直
すことにも導く積極的な役割を持つと言わ
れている。 
 前述のアンケート結果からも、映画を観た
感想で被験者の 95％の方が「昔を思い出し
た」と答えている。そして「いい体験だった」
とも 97％の 38 名が答えている。そして、39
名中 37 名が「誰かとこの映画について話し
た」とし、被験者の家族の 50％が、被験者に
ついて「昔の記憶が少し蘇った感じがする」
「よく話をするようになった」と述べている。 
懐かしい記憶は、高齢者の記憶の中でも「自
伝的記憶」に関連しやすいだろう。そして、
正の情動を伴った、20歳代の記憶が高齢者の
中で思い出される頻度が高いことが報告さ
れている。 
 百最長寿の性格傾向についての研究にお
いて、「空想性の高さ」を指摘する報告があ
る。空想性と想像力は映画が観客にかきたて
る重要な要素でもある。映画鑑賞によってこ
れらを刺激していくことは、高齢者にとって
有意義な体験になる可能性があろう。 
 東京都老人総合研究所の「友人・近所の
人・親戚との対面接触」に関する調査（2001
年）によると、1999 年度の「65 歳以上男性」
の対面接触の回数は、どの世代でも、1987年
度の「65 歳以上男性」よりも減少している。
それに対して女性では、1987 年度より 1999
年度の方が、対人接触の回数が増加している。
秋山は 27、「2012 年には団塊世代（1947年～
1949 年生まれ：800 万人）が 65 歳に達し、
大勢の退職者が地域に戻ってくる。放ってお
くと地域のネットワーク作りがうまくいく
とは思われない」と指摘し、長寿社会の「ま
ちづくり」について提案している。 
 今回の高齢被験者たちは 10 歳代後半から
20 歳代前半で映画によく行ったという人が
90％であった。そして映画館には「よく行っ
た（67％）」人と「ときどき行った（10％）」
という方々であり、「映画館で映画を見るこ
とはいいことだ」と 90％の方が答えている。 
 東日本大震災の被災者から「寅さん」の映
画を見たいと言う声があがり、災害の生々し
い傷跡の残る地域で映画が上映され、多くの
世代が集まった。特に、戦後の日本をマイナ
スから立ち上げた経験のある方々にとって
は、日本の成長時代に共有した「映画体験」
は、互いに力と希望を紡ぎだしていくもので
あった。 
 今後の地域社会、長寿社会を作っていくに
当たり、共同意識・共同体験を持つことがで
きる「映画館での映画鑑賞」の持つ意義を、
明らかにして有効に生かしていくことの必
要性が実感された。 
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〔その他〕 
記事掲載 
2010年 7月 25日山梨日日新聞 1面トップ 
「映画見れば脳活性？」 
8 月 1 日山梨日日新聞「展望台」 
「映画は、やっぱり映画館で見よう」 
8 月 7 日山梨日日新聞「顔」欄 
「前澤哲爾 映画と健康 結びつき調査」 
9 月 15日日本経済新聞 
「高齢者、映画で脳活性化？」 
9 月 17 日山梨日日新聞 「『映画で脳活性』
測定スタート 10人が『青い山脈』鑑賞」 
9 月 17日朝日新聞 「青春映画は『脳』を若
く？ 県立大実験スタート」 
9 月 19日毎日新聞 「映画で脳を活性化 全
国初 県立大が実験開始」 
2011 年 2 月 25 日山梨新報 「この人 映画
による脳活性化実験 認知症予防に期待」 
 
テレビ報道 
2010年 9月 17日テレビ山梨 
「UTY ニュースの星」映画による脳活性化 
9 月 17日 YBSテレビ「YBSワイドニュース」

映画による脳活性化 

2011年 2月 21日 NHK甲府「まるごと山梨」
「お年寄りへの映画の効果調べる」 
2 月 21日 山梨放送「YBSニュース」 
「映画鑑賞で脳の活性化」 
2 月 21日 テレビ山梨「ニュースの星」 
「青春映画の鑑賞で脳は活性化？」 
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